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総合デザイン特論Ⅲ

1．関⼼・意欲・態度

1）様々の社会現象に問題意識を持ち、その課
題の解決への探求⼼をもつこと。
2）解決すべき課題を他者と共有し、積極的に
コミュニケーションを図ること。

2．思考・判断

1）感性と知性の調和を保ち、良識に基づいた
思考と判断⼒を習得していること。
2）現代に鋭敏な、また未来を⾒通す論理を超
えた直観⼒を発揮できること。

3．技能・表現

1）デザイン、プロデュースの専⾨分野における基
本的⽅法と技術についての知識、能⼒を習得し
ていること。
2）思考内容や表現内容を論理的にプレゼンテ
ーションする技術と能⼒を習得していること。

4．知識・理解

1）⽂化、芸術、政治、経済、科学など⼈間活
動の広範な分野についてグローバルな知識を持っ
ていること。
2）物事について、他者の⽴場に⽴って考え社会
貢献につながる倫理的公共的理解ができること。


